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(57)【要約】
【課題】配線板を保持する保持部材を鏡筒部材に対して
ガタなく容易に取り付ける。
【解決手段】レンズ鏡筒１００は、第１の方向に移動可
能な可動部材１１４に接続されるフレキシブル配線板１
２３を保持し、鏡筒部材１０４に取り付けられる保持部
材１２４を有する。保持部材は、鏡筒部材に当接して弾
性変形して第１および第２の方向にて保持部材を付勢す
る第１の付勢力Ｆ１を発生させる第１の弾性部１２４Ｂ
と、鏡筒部材に当接して弾性変形して第２の方向にて該
保持部材を付勢する第２の付勢力Ｆ２を発生させる第２
の弾性部１２４Ａと、鏡筒部材の第１の受け部１０４Ｄ
に対し、第１の付勢力により第１の方向で当接する第１
の当接部１２４Ｄと、第１の弾性部と第２の弾性部との
間の部分であって、鏡筒部材に設けられた第２の受け部
１０４Ｃに対して、第２の付勢力によって第２の方向に
おいて当接する第２の当接部１２４Ｃとを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズを保持する鏡筒部材と、
　前記鏡筒部材に対して前記レンズの光軸方向である第１の方向に移動可能な可動部材と
、
　前記可動部材に接続されるフレキシブル配線板と、
　前記フレキシブル配線板を保持し、前記鏡筒部材に取り付けられる保持部材と、を有し
、
　前記保持部材は、
　前記鏡筒部材に当接して弾性変形することで前記第１の方向および該第１の方向に直交
するとともに前記フレキシブル配線板と前記保持部材とが重なる方向である第２の方向に
おいて該保持部材を付勢する第１の付勢力を発生させる第１の弾性部と、
　前記第１の弾性部から前記第１の方向に離れて設けられ、前記鏡筒部材に当接して弾性
変形することで前記第２の方向において該保持部材を付勢する第２の付勢力を発生させる
第２の弾性部と、
　前記鏡筒部材に設けられた第１の受け部に対して、前記第１の付勢力によって前記第１
の方向において当接する第１の当接部と、
　前記保持部材のうち前記第１の弾性部と前記第２の弾性部との間の部分であって、前記
鏡筒部材に設けられた第２の受け部に対して、前記第２の付勢力によって前記第２の方向
において当接する第２の当接部とを有することを特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記第２の当接部および前記第２の受け部のうち一方が他方に向かって凸の形状を有す
ることを特徴とする請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記第２の当接部は、前記第１の弾性部と前記第２の弾性部との間の中央よりも前記第
２の弾性部に近い側に位置することを特徴とする請求項１または２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記第１の弾性部、前記第２の弾性部、前記第１の当接部および第２の当接部のうち少
なくとも１つは、前記第１および第２の方向に直交する第３の方向における少なくとも２
箇所に設けられていることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載のレンズ鏡
筒。
【請求項５】
　前記第１の弾性部、前記第２の弾性部、前記第１の当接部および第２の当接部のうち少
なくとも１つは、他に対して前記第１および第２の方向に直交する第３の方向において位
置がずれていることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　前記鏡筒部材のうち前記第１の弾性部が当接する部分は、前記保持部材が、前記鏡筒部
材に対し、前記第１の方向に対して前記第２の方向への傾きを有して差し込まれて該傾き
が小さくなるように回転されることで前記第１の弾性部を弾性変形させる形状を有するこ
とを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載のレンズ鏡筒。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のレンズ鏡筒を有することを特徴とする光学機器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光軸方向に移動可能な可動部材として電動ユニットを含み、該電動ユニット
にフレキシブル配線板を接続する構成を有するレンズ鏡筒に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　レンズ鏡筒には、オートフォーカスユニット、電磁絞りユニット、防振ユニット、パワ
ーズームユニット等の電動ユニットが内蔵され、さらに該電動ユニットが光軸方向に移動
するものがある。このような可動部材としての電動ユニットに対してレンズ鏡筒内で固定
された電気回路基板から電源や制御信号を供給するためには、可動部材の移動に伴って変
形可能なフレキシブル配線板が用いられる。フレキシブル配線板は、電気回路基板から光
軸方向に延び、少なくとも１つのＵ形状の曲げ部を形成した後に可動部材に接続される。
このように配置されたフレキシブル配線板は、可動部材の移動に伴ってＵ曲げ部が光軸方
向に移動することで同方向に伸縮する。そして、このようなフレキシブル配線板の伸縮を
ガイドしつつフレキシブル配線板を保持するために、配線板保持部材（以下、保持部材と
いう）が用いられる。
【０００３】
　特許文献１には、Ｕ曲げ部を有するフレキシブル配線板を保持部材によって保持し、こ
の保持部材を鏡筒部材（鏡筒本体）に保持させる構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３０７６６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１にて開示されたレンズ鏡筒では、保持部材を鏡筒部材にビス
で固定する。保持部材を鏡筒部材に保持させる方法としては、ビス以外にも接着剤や両面
テープを用いることもできるが、いずれの方法でもレンズ鏡筒の組立性の観点からは好ま
しくない。
【０００６】
　このため、ビス、接着剤および両面テープ等の固定部材を用いることなく、保持部材の
一部を鏡筒本体に係合させるようにして保持部材を鏡筒本体に保持させる構成が考えられ
る。しかし、フレキシブル配線板が光軸方向に伸縮することで保持部材にも同方向の力が
加わる。このため、保持部材の鏡筒部材に対する係合部に隙間（ガタ）があると、レンズ
鏡筒内で可動部材が移動するごとに保持部材が鏡筒本体に対してがたつき、異音や振動が
発生する原因となる。
【０００７】
　本発明は、固定部材を用いることなく、配線板を保持する保持部材を鏡筒部材に対して
ガタなく取り付けることが可能なレンズ鏡筒を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一側面としてのレンズ鏡筒は、レンズを保持する鏡筒部材と、鏡筒部材に対し
てレンズの光軸方向である第１の方向に移動可能な可動部材と、可動部材に接続されるフ
レキシブル配線板と、フレキシブル配線板を保持し、鏡筒部材に取り付けられる保持部材
とを有する。保持部材は、鏡筒部材に当接して弾性変形することで第１の方向および該第
１の方向に直交するとともにフレキシブル配線板と保持部材とが重なる方向である第２の
方向において該保持部材を付勢する第１の付勢力を発生させる第１の弾性部と、第１の弾
性部から第１の方向に離れて設けられ、鏡筒部材に当接して弾性変形することで第２の方
向において該保持部材を付勢する第２の付勢力を発生させる第２の弾性部と、鏡筒部材に
設けられた第１の受け部に対して、第１の付勢力によって第１の方向において当接する第
１の当接部と、保持部材のうち第１の弾性部と第２の弾性部との間の部分であって、鏡筒
部材に設けられた第２の受け部に対して、第２の付勢力によって第２の方向において当接
する第２の当接部とを有することを特徴とする。
【０００９】
　なお、上記レンズ鏡筒を有する光学機器も、本発明の他の一側面を構成する。
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【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ビスや両面テープ等の固定部材を用いることなく、配線板を保持する
保持部材を鏡筒部材に対してほぼガタなく取り付けることが可能となる。このため、レン
ズ鏡筒の組立性を向上させつつ、保持部材のガタつきによる異音や振動の発生を防止する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例である交換レンズのうちＦＰＣ保持部材の周辺を拡大して示す図
。
【図２】実施例の交換レンズのワイド状態の構成を示す断面図。
【図３】実施例の交換レンズのテレ状態の構成を示す断面図。
【図４】実施例におけるＦＰＣ保持板の斜視図。
【図５】上記ＦＰＣ保持部材の背面図。
【図６】実施例の変形例としてのＦＰＣ保持部材を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【００１３】
　まず、図２には、本発明の実施例であるレンズ鏡筒を含む交換レンズ（光学機器）１０
０と該交換レンズ１００が取り外し可能に装着される撮像装置（以下、カメラ本体という
）２００とを有するカメラシステムの構成について説明する。図２には、交換レンズ１０
０の広角（ワイド）状態を示している。
【００１４】
　交換レンズ１００は、その内部に撮影光学系を有する。撮影光学系は、第１、第２、第
３および第４レンズ群Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，Ｌ４を含む。フォーカス（焦点調節作）動作に
おいては、第３レンズ群Ｌ３の一部であるフォーカスレンズＬ３Ｂが光軸Ｏが延びる方向
である光軸方向（第１の方向）に移動する。また、ズーム（変倍）動作においては、第１
～第４レンズ群Ｌ１～Ｌ４が光軸方向に移動する。
【００１５】
　カメラ本体２００内は、ＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサ等により構成される撮像素子２
０１が設けられている。撮像素子２０１は、撮影光学系により形成された被写体像を光電
変換して撮影画像を生成する。
【００１６】
　交換レンズ１００において、マウント１０１は固定筒１０２に対して外装環１０３を介
してビスで固定されている。マウント１０１は、カメラ本体２００に装着するためのバヨ
ネット部を有する。外装環１０３は、マウント１０１と固定筒１０２との間に挟み込まれ
て固定されている。外装環１０３には、不図示のズーム指標や操作スイッチが取り付けら
れている。
【００１７】
　案内筒１０４は、固定筒１０２に対してビスで固定されて、鏡筒本体（ベース筒）を構
成する。案内筒１０４には、第１～第４レンズ群Ｌ１～Ｌ４を光軸方向にそれぞれガイド
する直進溝部（図示せず）が形成されている。案内筒１０４の外周には、カム筒１０５が
バヨネットにより光軸回りにて回転可能に保持されている。カム筒１０５には、ズーム動
作において第１～第４レンズ群Ｌ１～Ｌ４をそれぞれ光軸方向に移動させるためのズーム
カム溝部（図示せず）が形成されている。カム筒１０５が光軸方向の定位置で回転すると
、各直進溝部と各ズームカム溝部に係合するカムフォロアとともに各レンズ群が光軸方向
に移動する。
【００１８】
　第１レンズ群Ｌ１は、第１レンズ保持枠１０６により保持されている。第１レンズ保持
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枠１０６は、フィルタ枠１０７にビスで固定されており、該フィルタ枠１０７には、第１
レンズ群Ｌ１用のズームカム溝部と直進溝部とに係合するカムフォロアが設けられている
。　第２レンズ群Ｌ２は、第２レンズ保持枠１０８により保持されている。第２レンズ保
持枠１０８には、第２レンズ群Ｌ２用のズームカム溝部と直進溝部に係合するカムフォロ
アが設けられている。
【００１９】
　第３レンズ群Ｌ３を構成するレンズＬ３Ａ～Ｌ３Ｅのうち、レンズＬ３Ａは第３Ａレン
ズ保持枠１０９により保持されている。第３Ａレンズ保持枠１０９には、第３レンズ群Ｌ
３用のズームカム溝部と直進溝部に係合するカムフォロアが設けられている。これにより
、ズーム動作においては、第３Ａレンズ保持枠１０９とともに後述する第３Ｂ～３Ｅレン
ズ保持枠１１０～１１１、電磁絞りユニット１１４、ＮＤユニット１１５および防振ユニ
ット１１６が光軸方向に移動する。
【００２０】
　フォーカスレンズＬ３Ｂは第３Ｂレンズ保持枠１１０により保持されている。第３Ｂレ
ンズ保持枠１１０は、第３Ａレンズ保持枠１０９と後述する第３Ｄレンズ保持枠１１２と
により保持された２本のガイドバーによって光軸方向にガイドされる。第３Ｂレンズ保持
枠１１０には、不図示のフォーカスモータユニットが設けられている。フォーカスモータ
ユニットは、フォーカスモータと、該モータユニットの出力軸に設けられたリードスクリ
ューと、リードスクリューに噛み合うラックとを有する。フォーカスモータからの回転駆
動力は、リードスクリューおよびラックを介して第３Ｂレンズ保持枠１１０に光軸方向で
の駆動力として伝達される。これにより、第３Ｂレンズ保持枠１１０は、光軸方向に駆動
される。
【００２１】
　レンズＬ３Ｃは第３Ｃレンズ保持枠により保持されている。第３Ｃレンズ保持枠１１１
は、第３Ａレンズ保持枠１０９に３つのコロ（図示せず）を介して保持されている。第３
Ｃレンズ保持枠１１１は、電磁絞りユニット１１４を保持している。電磁絞りユニット１
１４は、不図示の絞りモータによって複数の絞り羽根を移動（回動）させることで絞り開
口径を増減し、光量を調節する。絞り羽根の位置（絞り値）は、不図示の羽根検出素子に
より検出される。
【００２２】
　レンズＬ３Ｄは第３Ｄレンズ保持枠１１２により保持されている。第３Ｄレンズ保持枠
１１２は、第３Ａレンズ保持枠１０９にビスにより固定されている。３Ｄレンズ群保持枠
１１２は、ＮＤユニット１１５を保持している。ＮＤユニット１１５は、モータ等のＮＤ
アクチュエータの駆動力によってＮＤフィルタを撮影光路に対して出し入れすることで光
量を調節する。
【００２３】
　レンズＬ３Ｅは、第３Ｅレンズ群保持枠１１３によって保持されている。第３Ｅレンズ
保持枠１１３は、手振れ等に起因する像振れを低減するための防振ユニット１１６の一部
を構成する。防振ユニット１１６は、マグネットおよびコイルにより構成される防振アク
チュエータによって第３Ｅレンズ保持枠１１３を光軸Ｏに対して直交する２方向（以下、
シフト方向という）にシフト駆動する。第３Ｅレンズ保持枠１１３のシフト位置は、不図
示のシフト位置センサによって検出される。防振ユニット１１６は、第３Ｄレンズ保持枠
１１２に対して３つのコロを介して保持されている。以下の説明において、第３Ａ～第３
Ｅレンズ保持枠１０９～１１３をまとめて第３レンズ保持枠ともいう。
【００２４】
　第４レンズ移動筒１１８には、第４レンズ群Ｌ４用のズームカム溝部および直進溝に係
合するカムフォロアが設けられている。第４レンズ移動筒１１８は、第４レンズ群Ｌ４を
保持する第４レンズ保持枠１１７を光軸Ｏに対する倒れ調整と偏芯調整を可能としつつ保
持している。
【００２５】



(6) JP 2017-106950 A 2017.6.15

10

20

30

40

50

　ズーム操作環１１９は、光軸方向における定位置にてユーザにより回転操作される。ズ
ーム操作環１１９は不図示のズームキーと一体回転し、ズームキーによってカム筒１０５
を光軸回りで回転させる。これにより、ズーム動作が行われる。また、ズーム操作環１１
９には、固定筒１０２に取り付けられた不図示の抵抗式リニアセンサ（ポテンショメータ
）のセンサピンが嵌まるカム溝部が設けられている。これにより、ズーム操作環１１９の
回転量に応じて抵抗式リニアセンサの出力が変化し、ズーム位置を検出することができる
。
【００２６】
　フォーカス操作環１２０は、固定筒１０２の外側において光軸方向での定位置にて回転
可能となるように、固定筒１０２と後述する化粧環１２１とにより挟持されている。固定
筒１０２に設けられた２つのフォトインタラプタとフォーカス操作環１２０の内周部に設
けられた櫛歯状の遮光部（図示せず）とによって、フォーカス操作環１２０の回転量と回
転方向を検出することができる。
【００２７】
　化粧環１２１は、フォーカス操作環１２０が固定筒１０２から外れることを防止するた
め、固定筒１０２に対して３箇所の係合爪で固定されている。
【００２８】
　メイン回路基板１２２は、フォーカスモータ、絞りモータ、ＮＤアクチュエータおよび
防振アクチュエータの駆動を制御する等、レンズ鏡筒１００の動作全体を制御する。メイ
ン回路基板１２２は、固定筒１０２の後端部（像側の端部）にビスにより固定されている
。
【００２９】
　フレキシブル配線板としての第１のフレキシブルプリント配線板（以下、第１のＦＰＣ
という）１２３は、光軸方向に移動可能な可動部材としての電磁絞りユニット（絞りモー
タおよび羽根検出素子）１１４とメイン回路基板１２２とを電気的に接続する。また、フ
レキシブル配線板としての第２のフレキシブルプリント配線板（以下、第２のＦＰＣとい
う）１２５は、光軸方向に移動可能な可動部材としての防振ユニット（コイルおよびシフ
ト位置センサ）１１６とメイン回路基板１２２とを接続するフレキである。なお、図示は
しないが、他のＦＰＣが、ＮＤユニット（ＮＤアクチュエータ）１１５およびフォーカス
モータとメイン回路基板１２２との電気的接続を行うために設けられている。メイン回路
基板１２２と各ＦＰＣとはコネクタを使用して接続してもよいし、熱溶着によって接続し
てもよい。また、メイン回路基板１２２と各ＦＰＣとを一体に作成してもよい。以下の説
明において、電磁絞りユニット１１４、防振ユニット１１６、ＮＤユニット１１５、フォ
ーカスモータユニットをまとめて電動ユニットという。
【００３０】
　各ＦＰＣは、Ｕ曲げ部１２３Ａおよび折り畳み部１２３Ｂを有する状態で保持部材であ
るＦＰＣ保持板１２４によって保持される。この際、ＦＰＣ保持板１２４は、各ＦＰＣが
ＦＰＣ保持板１２４よりも内径側の各レンズ保持枠や各ユニット等に干渉しないように保
持し、かつズーム動作に伴って各ＦＰＣのＵ曲げ部１２３Ａがスムーズに光軸方向に移動
できるようにガイドする。本実施例では、折り畳み部１２３ＢをＦＰＣ保持板１２４の折
り畳み保持部１２４Ｅにて挟み込んで保持している。ＦＰＣ保持板１２４は、鏡筒部材と
しての案内筒１０４に取り付けられて保持（位置決め）されている。
【００３１】
　なお、本実施例では、ＦＰＣ保持板１２４を板金を折り曲げて作成した場合について説
明するが、他の材料で製作したり、モールドやダイカストで製作したりしてもよい。
【００３２】
　交換レンズ１００がワイド状態から望遠（テレ）状態にズーム動作するときの各レンズ
保持枠および各ユニットの移動とこれらに伴うＦＰＣの形状の変化について、図２および
図３を用いて説明する。図３は、テレ状態での交換レンズ１００の構成を示している。こ
こでは、代表として第１および第２のＦＰＣ１２３，１２５について説明する。本実施例
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では、これら第１および第２のＦＰＣ１２３，１２５を共通のＦＰＣ保持板１２４でまと
めて保持している。ただし、ＦＰＣごとにＦＰＣ保持板を用いてもよい。
【００３３】
　図２に示すワイド状態から図３に示すテレ状態にズーム動作すると、第１～４レンズ保
持枠１０６～１１７はカム筒１０５のズームカム溝部によってそれぞれ異なる移動量だけ
光軸方向のうち被写体側に繰り出す。第１および第２のＦＰＣ１２３，１２５は、第３レ
ンズ保持枠１０９～１１３の移動に伴い、各電動ユニットとの接続側の端部が光軸方向に
移動し、メイン回路基板１２２との接続側の端部は固定されている。これら２つの端部の
中間に形成されたＵ曲げ部１２３Ａは、各電動ユニットの光軸方向での移動量の半分だけ
同方向に移動する。例えば、図３中に示すように、電磁絞りユニット１１４の移動量がＡ
である場合、第１のＦＰＣ１２３のＵ曲げ部１２３Ａの移動量ＢはＡ／２となる。
【００３４】
　次に、ＦＰＣ保持板１２４の案内筒１０４に対する取り付けと各ＦＰＣの保持方法につ
いて図１および図４を用いて説明する。図１は、図２に示したＦＰＣ保持板１２４の周辺
の構造を拡大して示し、さらにＦＰＣ保持板１２４と案内筒１０４との間で発生するＦＰ
Ｃ保持板１２４に作用する力を示している。また、図４には、ＦＰＣ保持板１２４を示し
ている。図４中の下側の図は上側の図を矢印方向から見た図である。図１および図４の上
側の図において、光軸方向（第１の方向）をＺ（±Ｚ）方向とし、光軸方向に直交する方
向であって第１および第２のＦＰＣ１２３，１２５とＦＰＣ保持板１２４とが重なる方向
（第２の方向）をＹ（±Ｙ）方向とする。さらに、Ｚ方向およびＹ方向に直交する方向（
第３の方向）をＸ（±Ｘ）方向とする。
【００３５】
　ＦＰＣ保持板１２４は、案内筒１０４の後端（－Ｚ方向の端）に設けられた斜面部１０
４Ｂに引っ掛けられて（当接して）＋Ｚ方向および－Ｙ方向に弾性変形する第１の弾性部
としてのフック部１２４Ｂを有する。斜面部１０４Ｂは、Ｚ方向に対して４５度をなす斜
面として形成されている。フック部１２４Ｂは、その弾性復元力に対する斜面部１０４Ｂ
からの反力として、斜面部１０４Ｂに垂直な方向にＦＰＣ保持板１２４を付勢する第１の
付勢力Ｆ１を発生させる。第１の付勢力Ｆ１の分力は、ＦＰＣ保持板１２４をＺ方向およ
びＹ方向における＋Ｚ方向および－Ｙ方向に付勢する力となる。
【００３６】
　また、ＦＰＣ保持板１２４は、フック部１２４Ｂから＋Ｚ方向に離れた先端に、案内筒
１０４の先端ばね受け面１０４Ａに当接して－Ｙ方向に弾性変形する第２の弾性部として
の先端ばね部１２４Ａを有する。本実施例では、先端ばね部１２４ＡをＸ方向の２箇所に
設けている。先端ばね部１２４Ａは、その弾性復元力に対する先端ばね受け面１０４Ａか
らの反力として、ＦＰＣ保持板１２４をＹ方向における－Ｙ方向に付勢する第２の付勢力
Ｆ２を発生させる。
【００３７】
　また、ＦＰＣ保持板１２４は、案内筒１０４に設けられた後端受け面（第１の受け部）
１０４Ｄに対して、第１の付勢力Ｆ１のうち＋Ｚ方向の分力によって＋Ｚ方向から当接す
る後端当接部（第１の当接部）１２４Ｄを有する。これにより、ＦＰＣ保持板１２４は、
後端受け面１０４Ｄから－Ｚ方向の反力Ｆ３を受ける。
【００３８】
　さらに、ＦＰＣ保持板１２４（一方）のうちフック部１２４Ｂと先端ばね部１２４Ａと
の間の部分には突起部（第２の当接部）１２４Ｃが設けられている。突起部１２４Ｃは、
案内筒１０４（他方）に設けられた突起受け面（第２の受け部）１０４Ｃに向かって凸の
形状を有し、該突起受け面１０４Ｃ対して、第１の付勢力Ｆ１のうち－Ｙ方向の分力と第
２の付勢力Ｆ２によって－Ｙ方向から当接する。これにより、ＦＰＣ保持板１２４は、突
起受け面（第２の受け部）１２４Ｃから＋Ｙ方向の反力Ｆ４を受ける。本実施例では、突
起部１２４Ｃをフック部１２４Ｂと先端ばね部１２４Ａとの間の中央よりも先端ばね部１
２４Ａに近い側に設けている。
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【００３９】
　ＦＰＣ保持板１２４の案内筒１０４への取り付けは以下のように行う。まず、先端ばね
部１２４Ａを案内筒１０４における先端ばね部１２４Ａが当接する部分である先端ばね受
け面１０４Ａに当接させるために、ＦＰＣ保持板１２４を、案内筒１０４に対し、Ｚ方向
に対してＹ（＋Ｙ）方向への傾きを有するように差し込む。そして、ＦＰＣ保持板１２４
を該傾きが小さくなるように回転させる。これにより、先端ばね部１２４Ａが弾性変形し
つつ先端ばね受け面１０４Ａに当接する。言い換えれば、先端ばね受け面１０４Ａはこの
ようにして先端ばね部１２４Ａに弾性変形を生じさせる形状に形成されている。ＦＰＣ保
持板１２４の回転の途中で突起部１２４Ｃが突起受け面１０４Ｃに当接し、回転の最後に
フック部１２４Ｂを案内筒１０４の斜面部１０４Ｂに引っ掛ける。
【００４０】
　以上の構成により、ＦＰＣ保持板１２４は、Ｙ方向においては第１の付勢力Ｆ１のうち
－Ｙ方向の分力と－Ｙ方向の第２の付勢力Ｆ２と＋Ｙ方向の反力Ｆ４との力の釣り合いお
よびモーメントの釣り合いがとれた状態で案内筒１０４に保持される。一方、Ｚ方向にお
いては、第１の付勢力Ｆ１のうち＋Ｚ方向の分力と－Ｚ方向の第２の付勢力Ｆ３との力の
釣り合いおよびモーメントの釣り合いがとれた状態で案内筒１０４に保持される。したが
って、ＦＰＣ保持板１２４をＹ方向およびＺ方向において案内筒１０４に対してガタつき
なく取り付けることができる。
【００４１】
　また、前述したように先端ばね部１２４ＡをＸ方向の２箇所に設けているため、ＦＰＣ
保持板１２４を後端側（－Ｚ側）から見て示した図５中の矢印Ｃの方向において２つの先
端ばね部１２４Ａが発生させる力が釣り合う。このため、矢印Ｃの方向におけるＦＰＣ保
持板１２４の案内筒１０４に対するガタつきを抑えることができる。
【００４２】
　以上説明したように、本実施例によれば、ビスや両面テープ等の固定部材を用いること
なく、ＦＰＣ保持板１２４を案内筒１０４に対してほぼガタなく取り付けることが可能と
なる。このため、レンズ鏡筒（交換レンズ）の組立性を向上させつつ、ＦＰＣ保持板１２
４のガタつきによる異音や振動の発生を防止することができる。
【００４３】
　なお、本実施例では先端ばね部１２４ＡがＹ方向においてのみ付勢力を発生させる場合
について説明したが、力とモーメントの釣り合いがとれれば、Ｚ方向の付勢力を発生させ
てもよい。また、本実施例では、フック部１２４Ｂが当接する案内筒１０４の斜面部１０
４ＢをＺ方向に対して４５度をなす斜面としたが、他の角度をなす斜面でもよい。また、
本実施例では、先端ばね部１２４Ａとフック部１２４ＢをＦＰＣ保持板１２４の両端部に
設けたが、両者がＺ方向に離れていれば必ずしも両端部または端部でなくてもよい。
【００４４】
　さらに、本実施例では、フック部１２４Ｂを案内筒１０４の斜面部１０４Ｂに対して引
っ掛ける形状としたが、付勢力を発生させることができれば他の形状としてもよい。例え
ば、案内筒１０４に被写体側を向く面を設け、その面に対してＦＰＣ保持板１２４から案
内筒１０４の被写体側を向く面とＦＰＣ保持板１２４の間を引き離し合うような板ばね形
状を設けてもよい。
【００４５】
　また、案内筒１０４の後端受け面１０４Ｄや突起受け面１０４ＣもＺ方向とＹ方向での
力やモーメントが釣り合えば、本実施例に対して形状や位置を変更してもよい。
【００４６】
　また、本実施例では、ＦＰＣ保持板１２４に突起部１２４Ｃを設けた場合について説明
したが、案内筒１０４にＦＰＣ保持板側に向かって凸の形状を有する突起部を設けてもよ
い。また、本実施例では、突起部１２４Ｃをフック部１２４Ｂと先端ばね部１２４Ａとの
間の中央よりも先端ばね部１２４Ａに近い位置に設けているが、中央に設ける等、他の位
置に設けてもよい。



(9) JP 2017-106950 A 2017.6.15

10

20

30

【００４７】
　また、本実施例では、先端ばね部１２４ＡをＸ方向の２箇所に設けた場合について説明
したが、フック部１２４Ｂ、後端当接部１２４Ｄおよび突起部１２４Ｃのうち少なくとも
１つをＸ方向の少なくとも２箇所に設けてもよい。また、先端ばね部１２４Ａ、フック部
１２４Ｂ、後端当接部１２４Ｄおよび突起部１２４Ｃのうち少なくとも１つのＸ方向での
位置を他に対してずらしてもよい。例えば図６では、先端ばね部１２４Ａ、フック部１２
４Ｂおよび突起部１２４Ｃを互いにＸ方向においてずれた位置に設けている。これによっ
ても、図５に示したＣ方向でのガタつきを抑えることができる。
【００４８】
　さらに、ＦＰＣ保持板１２４の弾性変形量を抑制するため又は図５中のＣ方向のガタつ
きを抑えることを目的として、さらに弾性部の数を増やしてもよい。
【００４９】
　また、上記実施例では交換レンズのレンズ鏡筒について説明したが、レンズ一体型撮像
装置（光学機器）のレンズ鏡筒に上記実施例と同様の構成を採用することも可能である。
【００５０】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
して種々の変形や変更が可能である。
【符号の説明】
【００５１】
１０４　　案内筒
１０４Ａ　先端ばね受け面
１０４Ｂ　斜面部
１０４Ｃ　突起受け面
１０４Ｄ　後端受け面
１１４　　電磁絞りユニット
１１５　　ＮＤユニット
１１６　　振れ補正ユニット
１２３，１２５　　フレキシブルプリント配線板
１２４　　ＦＰＣ保持板
１２４Ａ　先端ばね部
１２４Ｂ　フック部
１２４Ｃ　突起部
１２４Ｄ　後端当接部
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